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卒業式まであと 

17 日 

2023 飛躍の年を迎えて 
高校生活最後の年末年始、みなさんはどう過ごしましたか。 

今年は、「癸卯（みずのと・う）」年です。何かを開始する

のに縁起がよく、希望があふれ、景気回復、好転するよい年に

なると言われています。４月からさらに大きな社会に出ていく

直前の高校生活、お互いに一日一日を真剣に生きていきたいで

すね。 

久しぶりに帰省し、NHK紅白歌合戦で時代遅れの『Rock’n’Roll Band』

を聴き懐かしいメロディと胸に迫る歌詞に涙があふれました。

今年の年賀状には「おめでとう」の文字が書けませんでした。

COVID-19で苦しむ人々、命を落とした人々、仕事をなくし年末

年始は炊き出しに並ばざるをえない人々、ウクライナで空襲に

おびえる人々、命を落としたウクライナの兵や一般市民、ロシ

ア兵、FIFAＷ杯会場等の建設で命を落とした多くの外国人労働

者、多くの避難している人々など新年を迎えてもお祝いする気

持ちになれませんでした。世界は 2022年 2月 24日に戦後から

再び戦前（戦間）が始まったといわれています。今ある問題を

解決しないとやがて大戦になってしまう局面にいます。この１

年、国外で起こっていることが直接私たちの生活に影響を及ぼ

す事を実感している人も多いでしょう。年始にはもう一度平和

について考えたいと思い実家から福島に戻る前に高知県に行っ

てきました。みなさんはどのような問題が気になりますか？そ

してそこから何を学んでいますか？ 

さて、私たちを取り巻く日本経済は経済学者の伊藤元重氏に

よると「停滞と安定」から「変化と不確定」の時代の転換点だ

そうです。前回のうさぎ(卯)年には東日本大震震災と東電原発

事故が起きました。震災と原発事故で被災地は時代が 10 年先に

進めました。そして、COVID-19 によって一瞬にして 10 年先の

未来が現実となりました。危機によって社会の中にあり見えな

かった課題や矛盾が表面に見えるようになります。そしてなか

なか変われなかったことが一気に変化でき、チャンスの時とも

とらえられます。 

企業の寿命より働く期間のほうが長い中、「あなたは何がで

きますか」と問われるジョブ型の導入が始まり、多くの若者が

「自分が成長できる企業への就職」を考えるようになりまし

た。成長は自らするものであり、他人にさせられるものではあ

りません。どの会社に入るのかより、その会社で何を学び、何

を身につけられるかが大切です。どう働きたいのか、どんな自

分でありたいのか、自分は何のために生きているのか、いつま

でも自分に問い続けたいですね。 

実社会では正解は 1つではありません。課題を見つける力、

最適解を作り出す力、その場で何とかする力、全く新しい状況

で何ができるのかが求められています。3年間 COVID-19 パンデ

ミックという未知の出来事の中で毎日の授業や昼休み、3年に 1

度の福商祭、思うようにできなかった行事や部活動、生徒会活

動などに取り組んだみなさんは、1つの問題を価値観や物事の

見方が違う人々とともに多面的にとらえてじっくり考えたこ

と、多様な意見や考えを取り入れながら問題に向き合った経験

をたくさんしてきました。全く新しい状況で何ができるのか考 

え、行動することができたので

はないでしょうか  

就職する人へ、どんなふうに

働いてほしいかは前述しました

が、もっと自分が学びたいと思

う課題が見つかったら何歳から

でも進学の道を選ぶこともでき

ます。もちろん、職場の中で学

ぶことはたくさんできます。進

学する人へ、大学・専門学校は

「自ら学ぶ」ところです。「学

ぶとは考えること」つまり「自

ら考える」ことです。社会課題

に対して、主語を「私」に変え

ることで自分の問題と意識する

ことで興味が持てます。興味を

持ったことを仲間とともに考え

話し合い、自分の正解を見つけ

ていく学びをしてください。 

力の弱い人々が幸せになれる

社会を作ることこそが、自分を

含めすべての人の幸せにつなが

ります。世界平和のために私た

ちは何をすべきかと問われたマ

ザーテレサは「家に帰って家族

を大切にしてあげてください」

と答えました。まず目の前の

人々に信頼（信用ではありませ

ん）を寄せ仲間になることから

始めましょう。いつまでも学ぶ

姿勢を持ち、常に自分を高め、

平和な世の中には何が必要か、

自分のいる場でできることは何

か、何事も小さな一歩から始ま

ります。 


